
　上高田一・二丁目及び三丁
目周辺地区にお住いの皆様を
対象に「防災まちづくりに関
するアンケート」を行いまし
た。
　9,187 部を配布し、1,012
通の回答をいただくことがで
きました。
　今後、具体的なまちづく
りのルールの検討に役立て
たいと思います。

調査期間：平成 30 年 5 月 29 日（火）～６月 14 日（木）

配布実績：

回収数　：1,012 通（回収率：約 11％）

上高田一丁目（全域）　　　　　　3,507 部
上高田二丁目（全域）　　　　　　3,337 部
上高田三丁目（一部を除く）　　　2,280 部
上高田四丁目（一部）　　　　　　　  63 部

配布エリア 配布部数

合　　計 9,187 部

アンケートの概要

質問１ 常日頃から防災に対して関心がありますか？

39.2%
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51.3%
（514票）

8.8%
（88票）

0.7%（7票） 非常に関心がある

やや関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

　回答頂いた方々のおよそ９割の方が防災
に関して関心があると回答されていました。
（非常に関心がある  392 票＝全体の 39.2％
  やや関心がある 　 514 票＝全体の 51.3％）
　またこの結果に関連して、アンケートの質
問以外の自由意見をたくさんいただいたので、
後ほどいくつか紹介します。

■事務局　〒164-8501　東京都中野区中野４－８－１
　　　　　中野区 地域まちづくり推進部 北東部まちづくり分野（9階 18 番窓口）
　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL : 03-3228-8827　担当：長坂、田中

主なご意見  ＜抜粋＞

■  現地視察に行ってきました！

中野区担当者による説明を受けている様子

この他にも本当にたくさん
のご意見をいただきました。
ありがとうございました。

発行元：上高田一・二丁目及び三丁目周辺地区防災まちづくりの会

防災まちづくりに関するアンケートへのご協力ありがとうございました !防災まちづくりに関するアンケートへのご協力ありがとうございました !
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　７月の猛暑の中、国内でも防災まちづくりの先駆
的事例となる南台一・二丁目地区に行ってきました。
　道路整備の進捗状況を見ましたが、住民の方々の理解
と協力なくしてはなかなか進まないことを実感しまし
た。とくに東大付属中等教育学校の周辺道路は、万年塀
を取り壊し、代わりに生け垣にしたうえで道路の拡幅
を行っており、環境への配慮が感じられました。
　視察の後は、南中野区民活動センターにて、上高田地区との比較をしながら意見交換を行いま
した。私たちの上高田の防災まちづくりの参考にしたいと思います！

http://www.city.tokyo-nakano.lg.jp/dept/508000/d017602.html詳しくは中野区ホームページ「地域防災地図」をご覧ください。
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質問２ 防災上どのようなことが課題だと感じますか？ 質問３ 防災性向上のために、どのようなことを進めていくことが重要だと
思いますか？

道路が狭く、消防車や救急車による救助・
消火が困難である

まちの安全・安心について話し合う場が少
ない

消火器や消火ポンプなどの消火設備などの
使い方がわからない

自転車や植木等が道路にはみ出しており、
避難上危険である

避難できる場所に到る安全な道がわからな
い

災害時にどこに逃げていいかわからない

道路が狭く、近くの安全な場所（公園や広
場など）まで避難できない

消火器や消火ポンプなどの消火設備がどこ
にあるかわからない

いざという時に助け合える人がいない

高齢者が多く、自力で避難できない

地震の際に崩れそうな塀や壁があり、避難
上危険である

安全に避難できる公園や広場が不足してい
る

老朽化した建物が多く、地震が起きたら倒
壊する恐れがある

行き止まり道路やクランクがあり、避難上
危険である

防災トイレや災害時の備蓄品（水や食料な
ど）がどこにあるかわからない

木造の建物が多く、火事が起きたら燃え広
がりそうだ

緊急車両が通行する地域の防災軸となる道
路の整備

避難に支障をきたす自転車や植木の置き方
などについてのルールづくり

燃えにくい建物への建替えの促進

共同建替えなどによる建替えの促進

建物の耐震補強や建替えの促進

防火水槽や防災倉庫など防災関連施設の整
備拡充

危険なブロック塀の除却や生垣化

各家庭内の防災意識の向上や取り組みの実
施

各家庭からの避難のための狭い路地の拡幅

地震の際に倒壊する恐れのある構造の塀な
どの撤去や制限

大規模火災の延焼をとめる広幅員道路の整
備

避難できる場所や避難経路の周知

公園・広場や駐車場など身近な避難場所の
確保

災害時の備蓄品や消火設備などの設置場所
や使い方の周知

高齢者や体の弱い人を互いに助け合う体制
づくり

通行の支障となる電柱の撤去や移設

倒壊や火災の危険性がある空き家の除却

　半数以上の方が「道路が狭く、消防車や救急車による救助・消火が困難である」、「木造の建物
が多く、火事が起きたら燃え広がりそうだ」の項目を選ばれており、道路の拡幅と建物の不燃化
の必要性が感じられました。

行き止まり道路やクランクの解消

　防災性の向上については、「緊急車両が通行する地域の防災軸となる道路の整備」が最も多く、
区が計画している補助第 220 号線を早期に着手することの必要性が感じられました。




